














 





 







プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

【
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
】
研
究
室
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

W
P
Iの
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

【
国
際
性
の
涵
養
】
学
内
・
国
外
留
学
、
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
国
際
キ
ャ
リ
ア
研
修
な
ど

【
社
会
性
の
涵
養
】
入
学
延
期
で
社
会
・
国
際
経
験
、
S
D
G
授
業
、
起
業
演
習
な
ど

広
く
他
分
野
の
科
学
、
社
会
の
変
革
を
駆
動
す
る
人
材
へ

変
革
を
駆
動
す
る
先
端
物
理
・
数
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

F
o

re
fr

o
n

t 
P

h
ys

ic
s 

an
d

 M
at

h
em

at
ic

s 
P

ro
g

ra
m

 t
o

 D
ri

ve
 T

ra
n

sf
o

rm
at

io
n

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
、
卓
越
性
と
実
効
性

•
東
大
数
理
・
物
理
の
教
育
の
卓
越
性

•
ノ
ー
ベ
ル
賞

4人
、
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞

1人
•

W
P

Iの
国
際
性
と
分
野
融
合
、
シ
ス
テ
ム
改
革

の
実
績
の
優
位
性

•
外
国
人
５
割
、
国
際
共
著
８
割

•
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
績

•
基
礎
科
学
の
国
境
を
容
易
に
超
え
る
特
色

新
し
い
タ
イ
プ
の
数
物
系
人
材
輩
出

養
成
す
る
人
材
像
と
課
題

•
数
学
・
物
理
の
教
育

基
本
原
理
に
基
づ
く
論
理
的
な
思
考
力

先
入
観
の
な
い
柔
軟
な
思
考

科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓

急
激
に
変
化
す
る
社
会
に
も
適
応
す
る
課
題
解
決
能
力

•
こ
れ
を
使
っ
て
科
学
と
社
会
の
変
革
を
駆
動
す
る
人
材
育
成

•
実
際
に
欧
米
で
は
数
物
系
人
材
が
多
く
貢
献

エ
コ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科

大
学

 (C
al

te
ch

)、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ

校
 (

U
C

 B
er

ke
le

y)
、
韓
国
高
等
科
学
院

 (
KI

AS
)、
国

立
台
湾
大
学
、
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

校
 

(E
TH

)、
清
華
大
学
、
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
北
京
大
学
、
リ

ヨ
ン
高
等
師
範
学
校
、
ロ
シ
ア
国
立
研
究
大
学
高
等
経

済
学
院
、
欧
州
原
子
核
研
究
機
構

 
(C

ER
N

)、
数
理
科

学
研
究
所

 
(M

S
R

I)、
フ
ラ
ン
ス
高
等
科
学
研
究
所

(IH
ES

)、
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ラ
ー
研
究
所

 (P
SI

)

日
本
製
鉄
株
式
会
社
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、

 
株
式
会
社
電
通
マ
ク
ロ
ミ
ル
イ
ン
サ
イ
ト

先
端

数
学
・
物
理

A
I 

デ
ー
タ
解
析

社
会
を
変
え
た
数
物
系
人
材
の
例

人
材
育
成
上
の
課
題
：
東
大
は
「
う
ま
く
い
き
す
ぎ
」
て
閉
鎖
的

(1
)高
度
専
門
性
を
広
く
社
会
に
適
用
し
よ
う
と
い
う
意
欲

(2
)専
門
分
野
を
越
え
て
広
く
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

(3
)ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
に
富
む
教
育
研
究
環
境
で
培
わ
れ
る

広
い
視
野

(4
)国
外
研
究
機
関
や
産
業
界
を
含
む
よ
り
広
範
な
分
野
へ
の
キ
ャ
リ
ア

志
向

の
醸
成
不
足

E
lo

n 
M

us
k

S
te

ve
 

C
hu

D
o

nn
a 

S
tr

ic
kl

an
d

G
un

na
r 

C
ar

ls
so

n
A

ng
el

a 
M

er
ke

l

知
の
物
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー

In
st

itu
te

 f
o

r 
P

hy
si

cs
 o

f 
In

te
lli

g
en

ce
 (i
π)

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

数
物

W
P

I大
学
院
を
実
現
し
課
題
解
決

W
P

I: 
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
外
連
携

連
携
体
制

例
）
国
際
標
準
採
用
シ
ス
テ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
拡
大

 

外
国
人
学
生
支
援
体
制
強
化

 



1.  













2.  





変
革
を
駆
動
す
る
先
端
物
理
・
数
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
東
大
数
理
・
理
物
の
教
育
の
卓
越
性

•
ノ
ー
ベ
ル
賞
４
人
、
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
１
人

•
W

PI
の
国
際
性
と
分
野
融
合
、
シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
績
の

優
位
性

•
外
国
人
５
割
、
国
際
共
著
８
割

•
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
績

•
基
礎
科
学
の
国
境
を
容
易
に
超
え
る
特
色

新
し
い
タ
イ
プ
の
数
物
系
人
材

•
St

ev
e 

C
hu

•
U

C
 B

er
ke

le
y 
出
身
の
原
子
物
理
学
者

•
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
原
子
捕
獲
の
手
法
で
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞

•
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む

•
オ
バ
マ
政
権
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
長
官

•
G

un
na

r C
ar

ls
so

n
•

St
an

fo
rd

 出
身
の
代
数
的
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
数
学
者

•
位
相
的
デ
ー
タ
解
析
の
会
社

•
20

16
年
米
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン
プ
の
優
位
性
を

予
言

•
Do

nn
a 

St
ric

kl
an

d
•

Ro
ch

es
te

r 出
身
の
光
学
物
理
学
者

•
光
を
断
続
的
に
放
つ
超
高
出
力
の
レ
ー
ザ
ー
で

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

•
眼
球
に
当
て
て
、
視
力
矯
正
手
術
な
ど
に
広
く

利
用

•
An

ge
la

 M
er

ke
l

•
Be

rli
n 
出
身
の
理
論
物
理
博
士

•
分
子
反
応
の
理
論
的
計
算
な
ど

•
ド
イ
ツ
の
連
邦
共
和
国
首
相

•
環
境
・
自
然
保
護
・
核
安
全
大
臣

社
会
を
変
え
た
数
物
系
人
材
の
例

•
数
学
・
物
理
の
教
育

基
本
原
理
に
基
づ
く
論
理
的
な
思
考
力

先
入
観
の
な
い
柔
軟
な
思
考

科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓

急
激
に
変
化
す
る
社
会
に
も
適
応
す
る
課
題
解
決
能
力

•
こ
れ
を
使
っ
て
科
学
と
社
会
の
変
革
を
駆
動
す
る
人
材
育
成

•
実
際
に
欧
米
で
は
数
物
系
人
材
が
多
く
貢
献

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

調
書

7頁
、

9頁



問
題
点

今
ま
で
の
東
大
の
数
学
・
物
理
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
た
め
、
学
生
が
外
を
見
る
意
識
を
醸
成
で
き
て
い
な
い

現
在
の
大
学
院
教
育
で
醸
成
で
き
て
い
な
い
意
識

(1
)高
度
専
門
性
を
広
く
社
会
に
適
用
し
よ
う
と
い
う
意
欲

(2
)専
門
分
野
を
越
え
て
広
く
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

(3
)ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
に
富
む
教
育
研
究
環
境
で
培
わ
れ
る
広
い
視
野

(4
)国
外
研
究
機
関
や
産
業
界
を
含
む
よ
り
広
範
な
分
野
へ
の
キ
ャ
リ
ア
志
向

大
学
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
問
題

 

日
本
国
内
で
、
今
ま
で
は
ト
ッ
プ
の
学
生
は
黙
っ
て
い
て
も
東
大
に
き
た
。

 

留
学
生
や
日
本
の
学
生
が
海
外
の
大
学
院
へ
行
く
よ
う
な
時
代
に
な
る
と
、
国
際
競
争
は
熾
烈
化

U
C

 B
er

ke
le

yの
例
：

 

書
類
審
査
で
入
学
許
可
、
ま
ず
は
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
電
話
し
て
、
「
一
度
見
に
き
て
く
だ
さ
い
」

 

旅
費
を
出
し
、
宿
泊
三
食
提
供
し
て
、
個
別
に
話
を
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
上
で
、
７
割
が
断
る

 

「
当
然
く
る
よ
ね
」
か
ら
「
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
へ
変
わ
る
必
要

 

物
理
や
数
学
の
中
で
も
「
専
門
バ
カ
」
に
な
ら
ず
、
分
野
を
俯
瞰
す
る
人
材
が
必
要

野
をを
俯俯
瞰瞰
すす
るる
人人
材材
がが
必必
要要

す
で
に
高
い
国
際
的
卓
越
性
を
実
現
し
た

W
PI
研
究

拠
点

Ka
vl

i I
PM

U
の
大
学
院
教
育
へ
の
展
開
を
実
現

大
学
院
改
革
を
加
速



大
学
院
の
徹
底
し
た
国
際
化



部
局
の
壁
を
取
り
払
っ
た
人
材
育
成
組
織

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

20
18

 Q
S

 r
an

ki
ng

 
物
理

 9
位
　
数
学

 1
7位

量
子
情
報
、

A
I、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
統
計
学
を
牽
引

南
部
陽
一
郎
江
崎
玲
於
奈

小
柴
昌
俊

梶
田
隆
章

フ
ィ
ー
ル
ズ
賞

小
平
邦
彦

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

東
京
大
学
の
物
理
学
・
数
学
の
卓
越
性

調
書

10
頁
、

11
頁



•
先
行

W
PI
拠
点

Ka
vl

i I
PM

U
：
数
学
・
物
理
・
天
文
の
融
合

•
教
員
の
４
割
近
く
、
研
究
者
全
体
の
５
割
が
外
国
人

•
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
改
革
を
全
国
へ

•
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
大
学
院
学
生
を
す
で
に
指
導

•
国
際
共
著
論
文
比
率
８
割
近
く

•
IR

C
N
：
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
を
東
大
へ
、

AI
・
脳
科
学
・
医
の
融
合

•
研
究
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
教
育
へ
発
展

W
P

Iの
国
際
性
・
多
様
性

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

調
書

11
頁
、

19
頁



な
ぜ
？

A
Iは

10
00
万
枚
の
絵
で
学
習
し
て
か
ら

や
っ
と
ネ
コ
だ
と
わ
か
る
が
、

ヒ
ト
の
子
供
は
ネ
コ
の
識
別
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
必
要
と
し
な
い

IR
C

N
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ヒ
ト
脳
神
経
回
路
の
原
理
を

次
世
代

A
I開
発
に
応
用
し

脳
と
心
の
病
気
の
克
服
に
繋
げ

ヒ
ト
の
知
性
を
理
解
に
迫
る
。

（
１
）
ヒ
ト
の
脳
神
経
回
路
形
成
の
生
命
原
理
を
解
明
す
る
際
に

＊
遺
伝
子
制
御
か
ら
、
神
経
細
胞
の
特
性
、
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
脳
の
活
動
測
定
に

い
た
る
デ
ー
タ
ま
で
、
A
Iそ
の
も
の
を
駆
使
し
新
規
解
析
を
こ
な
せ
る
数
物
系
研
究
者
が
必
要

（
２
）
ヒ
ト
の
脳
神
経
回
路
形
成
の
原
理
に
基
づ
く
次
世
代
A
Iの
数
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
す
る
際
に

＊
生
命
原
理
に
基
づ
く
次
世
代
A
Iの
開
発
に
向
け
た
探
究
心
と
、

生
命
原
理
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
セ
ン
ス
を
合
わ
せ
持
つ
数
理
系
研
究
者
が
必
要

（
３
）
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
数
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
実
装
し
脳
の
機
能
を
再
現
す
る
際
に

＊
実
装
で
き
る
工
学
系
研
究
者
、
検
証
で
き
る
数
理
系
研
究
者
が
必
要

「
ヒ
ト
の
知
性
と
は
？
」
と
い
う
生
物
学
的
問
い
に
数
理
論
的
解
析
・
応
用
を
盛
り
込
め
る
研
究
者

IR
C
N
が
求
め
る
数
物
系
研
究
者
と
は

そ
の
た
め
に
は
・
・
・

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

調
書

9頁
、

19
頁



課
題
：
東
大
は
「
う
ま
く
い
き
す
ぎ
」
て
閉
鎖
的

(1
)高
度
専
門
性
を
広
く
社
会
に
適
用
し
よ
う
と
い
う
意
欲



(2
)専
門
分
野
を
越
え
て
広
く
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力



(3

)ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
に
富
む
教
育
研
究
環
境
で
培
わ
れ
る

広
い
視
野



(4
)国
外
研
究
機
関
や
産
業
界
を
含
む
よ
り
広
範
な
分
野
へ
の
キ
ャ
リ
ア

志
向

日
本
製
鉄
株
式
会
社
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
株
式
会
社
電
通
マ
ク
ロ
ミ
ル
イ
ン
サ
イ
ト

連
携

連
携

先
端
数
学
・
物
理

A
I・
デ
ー
タ
解
析

External Advisory Committee経
験
：
数
理
科
学
研
究
科
の
産
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

数
物
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
フ
ォ
ト
ン
サ
イ
エ
ン
ス

多
様
性
：
本
学
教
員

87
人
、
う
ち
女
性

13
人
、
外
国
人

11
人

（機関名：東京大学 プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

シ
ス
テ
ム

国
際
性
の
涵
養

社
会
性
の
涵
養

卓
越
性
の
強
化

質
保
証

P
re

lim
in

ar
y 

E
xa

m

P
o

rt
fo

lio
 

m
an

ag
em

en
t

Q
E

, F
E

国
際
標
準
推
薦
書

書
き
方
講
座

W
eb

-b
as

ed
 

A
d

m
is

si
o

n
対
価
型
支
援

給
付
型
支
援

女
子
学
生
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト

学
内
留
学

 (K
av

li 
IP

M
U

, I
R

C
N

)

ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー

(T
E

D
風
プ
レ
ゼ
ン

)

手
厚
い
外
国

人
学
生
支
援

体
制

全
て
英
語
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

国
外
連
携
機
関

で
の
長
期
研
修

A
ca

d
em

ic
 W

ri
tin

g
 a

nd
 

P
re

se
nt

at
io

n国
際
キ
ャ

リ
ア
研
修

英
語
以
外
の

外
国
語

ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
演
習

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

倫
理
教
育

S
D

G
s

特
論

E
xe

cu
tiv

e 
P

ro
g

ra
m

P
ro

je
ct

 B
as

ed
 L

ea
rn

in
g

/ 
O

n 
th

e 
Jo

b
 T

ra
in

in
g

越
境
キ
ャ
リ
ア

支
援

機
械
学
習
・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

In
tr

o
d

uc
to

ry
 C

o
ur

se
s

21
st

 C
en

tu
ry

 L
ec

tu
re

 S
er

ie
s

の
醸
成
が
不
足

エ
コ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学

 
(C

al
te

ch
)、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校

 (U
C

 B
er

ke
le

y)
、
韓
国
高
等
科
学
院

 (K
IA

S)
、
国
立
台
湾
大
学
、

ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
校

 (
ET

H
)、
清
華
大
学
、
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
北
京
大
学
、
リ
ヨ
ン
高
等
師
範
学
校
、
ロ
シ
ア
国

立
研
究
大
学
高
等
経
済
学
院
、
欧
州
原
子
核
研
究
機
構

 
(C

ER
N

)、
数
理
科
学
研
究
所

(M
SR

I)、
フ
ラ
ン
ス
高
等
科
学
研
究
所

 (I
H

ES
)、
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ラ
ー
研
究
所

 (P
SI

)

G
ap

 y
ea

r 
学
生
受
入

D
ef

er
ra

l

研
究
室
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン

調
書
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頁
、
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知
の
物
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー

In
st

itu
te

 f
o

r 
P

hy
si

cs
 o

f 
In

te
lli

g
en

ce
 (i
π)



数
物
発
他
分
野
・
社
会
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

•D
N

A二
重
ら
せ
ん
構
造
の
発
見

•C
Tス
キ
ャ
ン
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術

•光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
青
色

LE
D

•W
W

W
 あ

•超
電
導

•量
子
力
学
（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
基
礎
）

•相
対
性
理
論
（

G
PS
）

•反
物
質
（

PE
T）

•ゲ
ー
ム
理
論
（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
活
躍
）

•素
因
数
分
解
（
暗
号
理
論
）

取
組
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

[シ
ス
テ
ム
づ
く
り

]

•
入
学
時
に
研
究
室
に
配
属
せ
ず
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
野
を
俯
瞰

し
た
の
ち
、
学
生
の
主
体
性
で
研
究
室
を
選
び
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る

•
W

P
Iで
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
事
務
員
や
き
め
細
や
か
な
外
国
人
対
応
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
務
に
導
入

•
入
学
を
一
年
延
期
し
て
社
会
・
国
際
経
験
を
奨
励

[国
際
性
の
涵
養

]

•
W

P
I拠
点
で
擬
似
留
学
体
験
（
学
内
留
学
）

•
C

e
ll
の
元
編
集
長
の
設
計
で

ac
ad

e
m

ic
 w

ri
ti

n
g

•
英

P
h

ys
ic

sW
o

rl
d
の
キ
ャ
リ
ア
研
修

[社
会
性
の
涵
養

]

•
起
業
の
た
め
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
道
場
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

•
社
会
課
題
実
践
演
習
で
産
業
界
・
他
分
野
の
課
題

[卓
越
し
た
専
門
性
の
強
化

]

•
2
1
st

 C
e

n
tu

ry
 L

e
ct

u
re

 S
e

ri
e

s演
習

•
機
械
学
習
（

A
I）
・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
演
習

卓
越
し
た
博
士
人
材
：

•新
た
な
地
の
創
造
と
活
用
を
主
導

•時
代
を
牽
引
す
る
価
値
を
創
造

•社
会
的
課
題
の
解
決
に
果
敢
に
挑
戦

•社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）
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E
lo

n 
M

us
k 

•大
学
で
経
営
学
と
物
理
を
専
攻

•I
de

as
: p

hy
si

cs
 is

 a
 g

oo
d 

fra
m

ew
or

k 
fo

r
th

in
ki

ng
…

 B
o

ils
 t

hi
ng

s 
d

o
w

n 
to

 t
he

ir
fu

nd
am

en
ta

l t
ru

th
s 

an
d

 r
ea

so
n 

up
fr

o
m

 t
he

re
.

A
rt

 R
o

se
nf

el
d

 

•U
C

 B
er

ke
le

y 
の
素
粒
子
物
理
学
者

•7
0年
代
末
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
取
り
組
む

•加
州
の
政
策
に
反
映
、
人
口
当
た
り
の
電
力
消

費
は
他
の
州
の
半
分

育
て
た
い

 

人
材
例

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）

調
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実
績

検
証
可
能

•二
つ
の

W
PI
拠
点
の
国
際
性
、
シ
ス
テ
ム
改
革

•数
理
科
学
研
究
科
の
産
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

•産
業
界
か
ら
の
課
題
に
数
学
・
物
理
・
地

惑
の
学
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
解
決
策

を
•リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経

験
（
数
物
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
フ
ォ
ト
ン
サ
イ
エ

ン
ス
）

•化
学
科
で
の
完
全
英
語
授
業

•全
学
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
道
場

•米
カ
ブ
リ
財
団
か
ら
の

10
億
円
以
上
の
寄
付

指
標

最
終
年
度
目
標

指
標
の
観
点

国
際
学
会
に
お
け
る
発
表
者
件
数

70
件
／
年

卓
越
性
、
国
際
性

海
外
連
携
機
関
で
の
長
期
研
修
人
数

10
人
／
年

運
営
の
進
捗

査
読
付
き
外
国
語
論
文
の
発
表
数

10
0件
／
年

卓
越
性
、
国
際
性

研
究
発
表
に
よ
る
受
賞
件
数

20
件
／
年

卓
越
性

応
募
倍
率

1.
5倍
／
年

卓
越
性
、
質
保
証

外
国
籍
の
コ
ー
ス
在
籍
者
の
割
合

20
%
（
開
始
年
度
の
2倍
）

多
様
性

女
性
の
コ
ー
ス
在
籍
者
の
割
合

10
%
（
開
始
年
度
の
2倍
）

多
様
性

外
国
籍
の
学
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者
の
割
合

26
%
（
開
始
年
度
の
2倍
）

多
様
性

女
性
の
学
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者
の
割
合

30
%
（
開
始
年
度
の
2倍
）

多
様
性

海
外
大
学
・
機
関
へ
の
就
職
者
数

10
名
／
年

育
成
す
る
人
材
、
国
際
性

学
内
外
資
源
に
よ
る
負
担
率

50
％
／
年

運
営
の
進
捗

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）
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1年
次

22年
次

33年
次

44年
次

55年
次

選 抜

•
国
外
連
携
機
関
長
期
研
修

•
社
会
課
題
実
践
演
習

•
数
物
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
演
習

経
済
的
支
援
（
給
付
、

R
A

/T
A
、
研
究
員
雇
用
等
）

P
ro

je
ct

 B
as

ed
 L

ea
rn

in
g/

O
n 

th
e 

Jo
b 

Tr
ai

ni
ng

産
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
共
同
研
究

質
保
証
と
主
な
取
組
内
容

星
印
★
の
取
組
に
よ
り
、
質
の
保
証
を
行
う
。

は
修
了
要
件
の
項
目
。

主 な 取 組 内 容

４月入学９月入学

1年
次

22年
次

33年
次

44年
次

55年
次

P
E

P
E

P
re

lim
in

ar
y 

ex
am

in
at

io
n

コ
ー
ス
採
用
（

9月
）

選 抜

Q
E

学
位
審
査

F
E

学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
主
体
的
な
ゴ
ー
ル
設
定
と
自
己
評
価

研
究
室
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

/K
av

li 
IP

M
U
へ
の
学
内
留
学

Q
E

学
位
審
査

F
E

Lu
nc

h-
tim

e 
pr

es
en

ta
tio

n

質 保 証
選
抜
：
国
際
標
準

W
eb

-b
as

ed
 a

dm
is

si
on

国
際
キ
ャ
リ
ア
研
修

い
ず
れ
か
選
択

履
修
方
法

単 位
狙
い

科
目
名
・
内
容

必
修

（
5単
位
）

1
社
会
性
の
涵
養

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
倫
理
教
育

2
国
際
性
の
涵
養

Ac
ad

em
ic

 W
ri

ti
ng

 a
nd

 P
re

se
nt

at
io

n

2
卓
越
し
た
専
門
性
の
強
化

機
械
学
習

 (
AI

)・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
演
習

選
択
必
修

（
2単
位
）

2

社
会
性
の
涵
養

SD
G

s特
論

2
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
社
会
数
理
先
端
科
学

選
択
必
修

（
4単
位
）

2

卓
越
し
た
専
門
性
の
強
化

In
tr

od
uc

to
ry

 C
ou

rs
e:

 Q
ua

nt
um

 In
fo

rm
at

io
n 

Sc
ie

nc
e 

10
1

2
In

tr
od

uc
to

ry
 C

ou
rs

e:
 N

eu
ro

in
te

lli
ge

nc
e 

10
1

2
21

th
 C

en
tu

ry
 M

at
he

m
at

ic
s 

fo
r 

Ph
ys

ic
is

ts

2
21

st
 C

en
tu

ry
 P

hy
si

cs
 f

or
 M

at
he

m
at

ic
ia

ns

2
21

st
 C

en
tu

ry
 B

io
lo

gy
 f

or
 M

at
he

m
at

ic
ia

ns
 a

nd
 P

hy
si

ci
st

s

2
21

st
 C

en
tu

ry
 P

ho
to

n 
Sc

ie
nc

e

2
As

tr
oi

nf
or

m
at

ic
s

2
Ap

pl
ie

d 
Q

ua
nt

um
 B

ea
m

s

2
M

at
h 

fo
r 

In
du

st
ry

予
備
学
習
：
多
様
な
教
育
背
景
を
も
つ
世
界
の
学
生
を
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応

さ
せ
る
た
め
、

P
E
に
基
づ
き
、
不
足
学
力
を
学
部
講
義
の
履
修
や

TA
で
補
強

社
会
性
、
国
際
性
、
専
門
性
を
涵
養
す
る
科
目
群

（
英
語
で
受
講
可
能
）

（機関名：東京大学　プログラム名称：変革を駆動する先端物理・数学プログラム）
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定
員

40
名

/年
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